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研究成果の概要（和文）：①“非店舗”型の顧客インターフェイスでは、「総合型」「単品型」と

いった媒体のタイプにより消費者の重視する点が異なる。②消費者の“文章”に対する重視度

や視野軌跡は低く、“画像”を通じた消費者へのコミュニケーションが重要となる。③一方、生

産者による顧客インターフェイスへの関与としては、農産物パッケージを介した方法がある。

④このことから、生産者が“非店舗”型のチャネルを活用したマーケティングを展開するには、

利用媒体のタイプ特性を踏まえ、“画像”（とくにパッケージ）を通じた消費者とのコミュニケ

ーションが重要となる。 

 
研究成果の概要（英文）：In the customer interface of the "non-store" type, the points that 

consumers make much of are different by the type of the medium. There are little serious 

consideration degrees for "sentence" of consumers. Therefore, communication through 

"photograph" for consumers becomes important. Participation in customer interface by the 

famer includes the method through the products package. Therefore, a medium type and the 

communication with consumers through “photograph (package)” become important when the 

famer develops marketing. 
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１．研究開始当初の背景 

農産物、とりわけ青果物を対象としたこれ

までのマーケティング研究では、卸売市場な

どを対象としたチャネル管理を中心とした

産地マーケティング論が主流となっており、

最終顧客である消費者との接点である、顧客

インターフェイスを対象とした研究は行わ

れてこなかった。 
農産物における代表的な顧客インターフ

ェイスの場である、量販店などの“店舗”の

売上高が停滞・減少するなか、“非店舗”の

売上拡大が続いている。 
これまでの顧客インターフェイス研究は、

“店舗”を対象としたものが中心であり、“非

店舗”を対象とした研究はまだ緒についたば

かりで、また、農産物を対象とした研究は皆

無の状況と言ってよい。 
 
２．研究の目的 

上記のような背景を踏まえ、本研究では次

の２点を明らかにする。 
 第１に、生協産直事業で近年その成長が著
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しい宅配用カタログとインターネット通販

の Web 画面とを対象として、消費者の感性及

び購買行動の視点から評価する。 
 第２点に、産地・生産者にとって必要なイ

ンターフェイス関与の可能性及びその手法

について検討する。 
 
３．研究の方法 
 “非店舗”型の顧客インターフェイスに対

する消費者評価は、感性面については AHP 分

析により、購買行動面についてはアイカメラ

（アイカメラ＋プロトコル法）を使用した視

野軌跡分析により、それぞれアプローチする。 
 また、生産者などへのヒアリング調査によ

り、産地・生産者による顧客インターフェイ

ス関与・管理に関する可能性とその方法を整

理する。 
 

４．研究成果 

(1)顧客インターフェイスの重要性 

 農産物マーケティングにおける顧客イン

ターフェイス管理の重要性を、「拡張チャネ

ル論」や「消費者行動論」といった理論面、

および実態面の双方から明らかにし、本研究

が持つ社会的意義を明確にした。 
 なお、近年増えつつある地方公共団体によ

る農産物マーケティングへの関与を対象と

して、その現状と課題についても整理した。 
 
(2)顧客インターフェイスとしてのパッケー

ジ 

 店舗型インターフェイスと非店舗型イン

ターフェイスの双方に共通する、「（農産物）

パッケージ」について、消費者への情報提供

機能、産地・生産者によるパッケージデザイ

ン策定のプロセス、の視点から分析を行った。 
 とくに、具体的な商品陳列を意識したデザ

インとすること、さらにデザインプロセスに

おいて消費者参加型のスタイルを採用する

こと、について言及し、その効果を実証的に

明らかにした。 
 
(3)通信販売における食品の位置づけと対象

媒体の選定 

 近年、通信販売では食品販売の成長が著し

く、とくに「総合型」（複数カテゴリー商品

の販売）の成長が顕著である。また、「単品

型」においても、“こだわり”商品を取扱っ

たものの成長が続いている。 
 このことから、総合型として「生協による

宅配カタログ（紙媒体）」と「（量販店が展開

する）ネットスーパー（Web）」を、単品型と

しての「お茶（紙媒体）」を、本研究におけ

る顧客インターフェイス評価の対象媒体と

した。 
 なお、「ネットスーパー」については、新

たな業態であることから、顧客インターフェ

イスを構成する具体的な“品揃え”について、

主要３社を対象とした分析を行い、品揃えの

特徴（“幅”や“深さ”など）を明らかにし

た。 
 
(4)“非店舗”型顧客インターフェイスの消

費者評価（感性評価の視点から） 

 消費者の“非店舗”型顧客インターフェイ

ス評価を、AHP 分析により明らかにした。対

象は前述した３媒体（１媒体につき３社分。

計９媒体）である。 
得られた結果は以下の通りである。 
① 総合型（生協宅配カタログ、ネットス

ーパー）の顧客インターフェイスでは、

“ユーザビリティ”の評価ウエイトが

高まる。 
② それに対し、単品型（お茶）では“配

色・画像・文章”及び“レイアウト”

のウエイトが高まる。 
③ また、文章や画像による“こだわり情

報”については、消費者の評価ウエイ

トはいずれの媒体でもさほど高くはな

い。 
④ なお、「（対象媒体を）現在利用してい

る被験者」と「（対象媒体の）今後の利

用意向がある被験者」では、その評価

傾向が似る傾向にある。 
 
(5)“非店舗”型顧客インターフェイスの消

費者評価（購買行動評価の視点から） 

つづいて、消費者購買行動の視点から、「ア

イカメラ＋プロトコル分析」などにより調査

を行った。なお，対象媒体は前述（4）と同

様のものを用いた。 
得られた結果は以下の通りである。 
① 消費者の購買行動プロセスで、媒体上

のブロック別注視率に注目すると、「上

部」における視野軌跡が高くなる。 
② また、媒体中の情報では「写真」への

注視率が高い。 
③ また、「価格」「商品形態」への注視率

も高い。 
④ 媒体中の産地情報に関する注視率は、

必ずしも高くはない。 
⑤ なお、④については被験者（消費者）

の媒体に対する“ブランド・ロイヤル

ティ”の高さが影響しているものと考

えられる。 
 
(6)飲食店メニューボードの評価（補足調査） 

 補足調査として、飲食店（ディナーレスト

ラン）のメニューボードの消費者評価を行っ

た。 
具体的には、メニューボードの「印象」「見

易さ」（アンケート調査）、さらには｢（農産

物の）原産地情報｣への注視状況（アイカメ

ラ＋プロトコル分析）、といった視点から評



 

 

価を行った。 
その結果、原産地情報については「個別表

示法」に対し「一括表示法」を採用すること

により、店舗オペレーションと消費者行動の

双方から望ましいことを実証意的に明らか

にした。 
 
(7)生産者・産地による顧客インターフェイ

ス管理 

生産者・産地を対象としたヒアリング調査

により得られた知見を整理すると、以下の通

りである。 
① 生協系宅配事業カタログやネットスー

パーでは、生産者や産地は販売業者の

PB 商品の供給者パートナーとしての

位置づけにある。そうした状況のもと

では、生産者によるインターフェイス

改善・管理への関与の余地は少ない。 
② しかし同時に、商品パッケージのデザ

インを通じた、“非店舗”型の顧客イン

ターフェイス関与への余地があること

が明らかになった。 
③ その際、(3)で述べたような、媒体での

商品陳列を意識したパッケージデザイ

ンが重要となる。 
④ また、独自で Web 販売を展開する生産

者や産地においては、インターフェイ

スデザインの重要性を認識しつつも、

そのための十分な改善が行えない状況

も多い。 
⑤ したがって、デザインを中心とした農

業マーケティングを支援するための機

関や関連企業の育成、そしてそれらの

農業を対象とした事業領域の拡大が求

められる。 
 

(8)まとめ 

本研究では、農産物マーケティングにおい

て今後ますますその重要性が高まる、“非店

舗”型のチャネルにおいて、顧客インターフ

ェイスの消費者評価を感性及び購買行動の

視点から具体的に明らかにし、農産物マーケ

ティング研究の新たな地平を切り拓いた。 

 具体的には、①“非店舗”型の顧客インタ

ーフェイスでは、総合型か単品型かといった

媒体のタイプにより消費者の重視する点が

異なること、②消費者の“文章”に対する重

視度や視野軌跡は低いことから、“画像”を

通じた消費者へのコミュニケーションが重

要となる。③一方、生産者・産地による顧客

インターフェイスへの関与としては、農産物

パッケージを介した方法があることを明ら

かにした。④このことから、生産者が“非店

舗”型のチャネルを活用したマーケティング

を展開する際は、利用媒体のタイプ特性を踏

まえ、“画像”（とくにパッケージ）を通じた

消費者とのコミュニケーションが重要とな

る。 

 

(9)残された課題 

なお、消費者評価では、媒体そのものに対

する“（消費者の）態度”を把握することも

求められる。これまでの“態度”把握の手法

としては定量的方法が主流となってきたが、

近年ではその限界も指摘されている。そこで

本研究では、“態度”把握のための新たな手

法として、「消費者インサイト発見手法」の

有効性検討を行った。しかし、その具体的な

実証については、残された課題となっている。 
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